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東
北
縦

貰
高
速
自
動
車
道
路
国
見
地
灰
」

建
設
工
事
が
着
手
い
た
し
ま
す

高

速
交
通
化
時
代
に
相
応

く
日
本
道

路
公
団
は
東
北
地
方
を
縦
断
す
る
高
速

自
動
車
道
路
建
設
工
事
を
昭
和
4
4年
８

月
に
埼
玉

県
岩
槻
地
区
を
皮
切
に
工
事

を
着
手
し
て

お
り
ま
す
。

福
島
県
白
河
市
西
郷
村
は
昭
和
曷
年

５
月

に
工
事
を
着
手
い
た
し
、
我
が
国

見
町
は
高

速
自
動
車
道
路
確
定
路
線
発

表
が
第
４
次
発
表
区
間

と
し
て
、
昭
和
4
3

年
８
月
2
9日
に
発
表
さ
れ
て
そ
れ
以

来
着
工
ま
で
、
３
年
７
ヶ
月
有
余
を
経

過
用
地
買
収
調
印
は
昭
和
4
6年
３
月
１９

～
2
0日
匚
終
了
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

土
地
移
転
登
記
に
手
間

と
り
今
こ
こ
に

槌
童
咼
く

着

手

の

運
び
と
な
り
ま
し

た
。そ

の
間
国
見
町
高
速
道
路
対
策
地
権

者
会

々
長
さ
ん
け
じ
め
、
各
方
部
の
会

長

さ
ん
並
び
に
委
員
の
方
々
更
に
地
権

者
の
皆
さ
ん
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
御
努

力
が
功
を
奏
し
か
、
結
果
で

あ
る
と
厚

く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

更
に
高

速
道
路
匚
よ
り
、
家
屋
移
転

さ
れ
た
方

々
韭
尸
の
皆
さ
ん
に
は
家
屋

新
築
移
転
さ
れ
る
ま
で
の
間
何
程
か
御

心
労
と
苦
悩
の
連
続
で
あ
っ
た
か
と
、

察
す
る
に
余
り
有
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま

す
。本
当
に
長

い
間
御
苦
労
様
で
し
た
。

高
速
自
動
車
道
路
附
帯
施
設
仮
称
国
見

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ヤ
ー
建
設
工

事
も
着
手

し
ま
す

時
速
一
〇
〇
ナ
ロ
の
高

速
度
で
走
行

す
る
と
、
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
２

時
間
運
転
す
る
古
局
速
道
路
の
熟
練
者

は
と
に
か
く
、
不
慣
な
方
は
休
憩
が
心

要
と
い
た
し
ま
す
。
そ
こ
で
ド
ラ
イ
バ

ー
の
休
憩
所
が
サ
ー
ビ
ス

Ｉ
リ
ヤ
ー
な

の
で
す
。

サ
ー
ビ
ス

Ｉ
リ
ヤ
ー
施
設
は
最
も
眺

望
が
よ

い
の
と
景
観
も
よ
い
場
所
が
適

地
で
あ
る
の
で
す
、
施
設
の
内
容
は
食

堂
、
売
店
、
ト
イ
レ
、

ガ
ソ
リ
ン
ス

タ

ン
ド
、
修
理
工
場
、
無
料
休
憩
所
の
設

備
が
な
さ
れ
る
こ
の
サ
匸
ヒ
ス

Ｉ
リ
ヤ

ー
は

貝

田

地

内
に
建
設
さ
れ
る
の
で

す
。仙

台
か
ら
東
京
行
を
上
り
線
東
京
か

ら
仙
台
行
を
下
り
線
で
上
り
下

り
と
も

に
同
じ
設
備
が
設
置
さ
れ
る
、
こ
の
建

設
に
つ

い
て
は
昭
和
4
6年
３
月
2
7日
、

日
本
道
路
公
団
県
高
速
道
路
対
策
室
立

会
の
も
と
に
発
表
さ
れ
、
早
速
サ
ー
ビ

ス

Ｉ
リ
ヤ
ー
の
地
権
者
会
が
結
成
さ
れ

て
以
来
、
元

ず
か
１
年
２
ヶ
月
有
余
の

短
期
間
に
着
手
さ
れ
る
こ
と
は
地
権
者

会
々
長
さ
ん
、
初
め
委
員
の
方
々
更
に

地
権
者
の
皆
さ
ん
の
日
夜
御
協
力
の
賜

と
存
じ
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
も
の

で
ご
ざ

い
ま
す
。

家
屋
を
移
転
さ
れ
る
方
七
契
約
後
日

七
未
だ
浅
く
何
程
か
御
苦
労
の
連
続
で

あ
る
と
存
じ
ま
す
本
当

に
御
苦
労
さ
ま

で
す
。

尚
高
速
道
路
工
事
も
着
工

と
な
っ
た

の
で
、
道
路
用
地
内
に
存
在
す
る
立
竹

木
類
工
作
構
造
物
等
の
撤
去
に
つ
い
て

は
特
段
の
御
協
力
願
い
ま
す
。

企画室だより



高
速
自
動
車
国
道
東
北
縦
貫
自
動
車
道
路
の

整
備
計
画
の
概
要

１

、
路
　
　
線
　

岩
槻
１

盛
岡
線

施
行
命
令
　

昭
和
4
1年
７
月
2
5日

２
、
車

線

数

士

岩
槻
市
か
ら
鹿
沼
市
間
　
６
車
線

鹿
沼
市
か
ら
仙
台
市
間
　
４

車
線

３
、
設
計
速
度

岩
槻
市

か
ら
佐
野
市
間

厂
　

匸
一
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
／

瞼

佐
野
市
か
ら
白
石
市
間

一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
／

時

白
石
市
か
ら
仙
台
市
間

八
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
／

暸

４
、
福
島
県
内
延
長
と
通
過
市
町
村
別

延
長
調

５

、
福
島
県
内
の
高
速
道
路
附
帯
施
設

と
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の

ｙ

イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

白
河
市
、
矢
吹
町
、
須
賀
川
市
、
郡

山
市
、
二
本
松
市
、
福
島
西
、
福
島

北
、
国
見
町

▼
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ヤ
ー

本
宮
町
、
国
見
町
　
’

▼
パ
ー
キ
ン
グ
Ｉ
リ
ヤ
ー

白
河
市
、
鏡
石
町
、
郡
山
市
、
福
島

市
松
川
、
福
島
市
吾
妻

▼
バ
ス
ス
ト
ッ
プ

白
河
市
２
ケ
所
、
泉
崎
村
、
鏡
石
町

須
賀
川
市
、
郡
山
市
２
ケ
所
、
本
宮

町
、
大
玉
村
、
二
本
松
市
、
福
島
市

３

ケ
所
、
桑
折
町
、
国
見
町

‘

６
、
我
が
国
見
町
に
つ
い
て

高
速
自
動

車
道
路

延
長
　

七
・
二
四
キ
ロ

用
地
面
積
　
四
○
町
歩

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ヤ
ー

用
地
面
積
　
　

九
町
歩

イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

用
地
面
積
　
　
四
町

歩

イ
ソ
タ
ー
チ
ェ
ソ
ジ
の
な
か
に
バ
ス

停
留
所
が
併
設

さ
れ
ま
す
。

工
事
に
つ

い
て
は

土
工
事
の
着
工

が
昭
和
4
7年
３
月
よ

り
昭

和
4
9年
２
月
ま
で

舗
装
工
事
は
そ
の
後
行
わ
れ
ま
す
。

請
負
業
者

国
見
町

と
桑

折
町
境
か
ら
大
字

山

畸
と
石
母
田
の
字
境
間

株
式
会
社
　
奥
村
組

大
字
石
毋
甲
よ
り
福
島
宮
城
県
境

間

西
松

建
設
株
式
会
社

(単位朏)
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高
速
自
動
車
道
路
建
設
に
伴
う
保
安
対
策
と

交
通
安
全
対
策

《

協
議
会
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
￥

第
１
回
　
昭
和
4
7年
４
月
１４
日

午
後
２
時
3
0分

国
見
町
高
速
道
路
対
策
地
権
者
会
委

員
会

説
明
者

日
本
道
路
公
団
福
島
工
事
事
務
所

請
負
業
者
　

Ｋ
Ｋ
西
松
建
設
、
Ｋ

Ｋ
奥
村

組

国
見
町
役
場

第

２

回
　

昭

和
4
7
年

４
月

１９

日午
後
２
時

高
速
道
路
貝
田

サ
ー
ビ
ス
Ｉ
リ
ヤ
ー

地
権
者
会
役
員
会

説
明
者

日
本
道
路
公
団
福
島
工
事
事
務
所

請
負
業
者
　

Ｋ
Ｋ
西
松
建
設
、
Ｋ

Ｋ
奥
村
組

国
見
町
役
場

第
３
回
　
昭
和
4
7年
４
月
2
1日午

後
３
時

福
島
県
福
島
建
設
事
務
所
、
保
原
土

木
事

務
所
、
桑
折
町
警
察
署
、
国
見

町

役
場
、
桑

折
町

役
場

説
明
者

日
本
道
路
公
団
福
ぎ
工
事
事
務
所

請
負
業
者
　

Ｋ
Ｋ
西
松
建
設
、
Ｋ

Ｋ
奥
村
絅

第
４
凹
　

昭
和
4
7年
５
月
６
日

午
前
1
0時

国
見
町

交
通
安
全
対
策
協
議
会

高
速
道
路
通
過
関
係
部
落
長

説
明
者

日
本
道
路
公
団
福
島
工
事
事
務
所

請
負
業
者
　
Ｋ
Ｋ
西
松
建
設
、
Ｋ

Ｋ
奥
村
組

《

協
議
内
容
Ｖ

旧
　

高
速
道
路
建
設
工
事
に
当
り
地
域

住
民
と
常
に
融
和
を
図
り
ト
ラ
ブ
ル

の
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。

㈲
　
工
事
中
、
県
道
及
び
町
道
通
行
す

る
場
合
地
域
住
民
車
を
優
先
す
る
こ

と
。
特
に
狭

い
道
路
を
使
用
す
る
場

合
諒
解
を
得
て
通
行
す
る
こ
と
。

㈲
　
水
路
等
（

ヒ
ュ
ー
ム
管
）
施
設
す

る
場
合
完
全
か
ん
が
い
と
農
業
用
水

使
用

期
間
中
支
障
の
な
い
よ
う
に
す

る
。

㈲
　

一
般
道
路
及

び
耕
作
道
分
断
の
場

合
仮
設
道
路
を
築
造
す

る
。
但
し
場

合
に
よ
っ
て
は
実
状
に
従
い
要
望

に

応
じ
て
処
理
す
る
。

㈲
　

山
崎
水
道
組
合
の
水
源
地
に
つ
い

て
は
事
前
に
察
知
し

た
場
合
速
か
匚

処
理
す
る
。
（
特
に
公
共
施
設
設
計

協
ギ
で
取
上
げ
方
向
付
を
し
て
お
り

ま
す
）

㈲
　
工
事
の
た
め
県
道
、
町
道

使
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
学
竜
通
学
の
危
険

性
に
つ

い
て
は
そ
の
対
策
に
つ
き
学

皎
関
係
者
交
通
対
策
協
ギ
会
と
高
議

の
上
処
理
す

る
。

閇
　

山
間
部
の
切
取
、
切
土
に
（

ミ
（

使
用
す
る
と
き
は
絶
対
危
険
の
な

い

よ
う
に
す
る
。
使
用
す

る
場
合
事
前

に
地
区
住
民
に
通
報
す
る
。

即
　
工
事
用
資
材
等
の
置
場
所

に
つ
い

て
は
予
め
土
地
所
有
者
と
相
談
の
上

処
理
す
る
。

沺
　
工
事
用
危
険
区
域
に
は
標
識
を
表

示
し
、
保
安
対
策
に
万
全
を
期
す
。

罔
　
請
負
業
者
の
事
務
所
及
び
作
業
員

宿
舎
等

の
防
火
並
び
に
作
業
員
の
防

犯
等
に
は
充
分
指
尊
と

監

僣

を

す

る
。

汕
　
高
速
道
路
用
地
奸
測
量
等
で
果
樹

畑
に
立
入
場
合
所
有
者
の
許
可
を
受

け
る
。

以
上
の
件
に
つ

い
て
協
ギ
が
檳

っ
て

い
る
が
、
。今
後
工
事
中
に
発
生
し
た
問

題
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
協
ギ
を
重
ね

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

八
工

事
施
行
に

あ
た
っ
て
Ｖ

１
、
工
事
用
道
路
に
つ
い
て

工
事
施
行
の
た
め
主
要
資
材
及

び
副

資
材
等
の
、
運
搬
路
と
し
て
使
用
す
る

道
路
に
つ

い
で
は
、
日
本
道
路
公
団
と

管
理
者
、
県
道
は
県
知
事
、
町
道

は
町

長
と
の
間
で
協
議
調
停
を
行

い
ま
す
、

只
今
協
議
中
で
あ
り
ま
す
。

イ
、
沿
路
使
用
期
間
中
は
維
持
補
修

を
行

い
ま
す
。
補
修
の
方
法
は
ダ

レ
タ

ー
で
路
面
を
維
持
し
、
必
要

に
応
じ
て
砂
利
を
撒
布
す
る
。

ホ

Ｊ
リ
の
悪
彰
響
の
あ
ろ
貽
は
撒
水

車
に
よ
り
防
塵
し
ま
す
。

口
、
高
速
道
路
用
地
内
に
工
事
用
パ

イ
ロ
ッ
ト
道
路
を
築
造
す
る
方
針

で
あ
る
が
河
川

を
跨
ぐ
仮
橋

Ｔ

ソ

ク
リ
ー
ト
永
久
橋
）
を
架
け
て

土
運
搬
す
る
が
。
仮
橋
を
架
け
る

間
町
道
を
使
用
す
る
。

２
、
迂
回

路
及

び
迂
回
水
路
に
つ
い
て

既
設
道
路
又
は
水
路
地
点
に
造
る
構

造
物
の
施
工
に
先
立
ち
道
路
又
は
水
路

の
切
替
を
行
い
ま
す
。

切
替
道
路
に
つ
い
て
は
標
識
、
看
板

を
準
備
し
て
不
測
の
事
故
等
お
こ
さ
な

い
よ
う
万
全
の
注
意
を
は
ら
う
。

迂
回
水
路
に
つ

い
て
は
関
係
者
と
相

談
の
上
決
め
た
い
。

八
工
事
実
施
の
手
順
に
つ
い
て
Ｖ

田
－

基
本
測
量
完
了
後
た
だ
ち
に
埋
設

横
断

構
造
物
の
築
造
に
か
か
る
。

構
造
物
の
築
造
は
最
初

西

松

建

設

は

石

母

田

地

区

よ

り

着

手

し

、

貝

田

方

向

に

進

む

。

奥

村

組

は

滝

川

橋

を

着

手

す

る

と

共

に
（
）
－
Ｂ
Ｏ
Ｘ
Ｃ
－
Ｐ
Ｉ
Ｏ
Ｒ

は

通

称

馬

場

線
附

近

よ

り

着

手

し

順

次

桑

折

町

方

向

へ

施

工

す

る

。

㈲
　

土
工
事
に
つ
い
て
は
伐
開
除
根
着

手
と
同

時
に
堀
削
を
行
な
い
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
道
路
の

築

造

に

取
り
か
か

る
。山

間
部
は
切
取
を
行

い
平

担
部
に

盛
土
と
し
て
運
搬
す
る
。

㈲
　

構
造
物
は
昭
和
4
8年
４
月
迄
築
造

を
終
了
し
橋
梁
（
高
架
式
）
は
昭
和

4
8年
９
月

に
完
了

す
る
。

㈲
　

貝
田
方
面
の

余
剰
土
は
公
団
指
定

の
工
事
用
道
路
を
使
用
し
指
定
土
梏

場
に
運
搬
す
る
。



東
北
顛
幹
線
蔵
年
ト
ン
ネ
ル
石
毋
ｍ

工
区

工
事
が
順
朦
に
進
心

東
北
新
幹
線
建
設
に
つ
い
て
は
全
国

新
幹
線
鉄
逆
整
⑤
法
二
基
き
施
行
命
令

が
出
て
、
去
乙
罔
和
耶
年
刊
月
2
1日
仙

白
新
幹
線
工
事
局
よ
り
新
幹

線
ル
ー
ト

発
毒
か
お
り
八

引
絖
登
も
‥
月
４
日
三

十

万

口
分
万
一
四
ル
ー
ト
詳
細
図
示
手
渡

さ
牡
た
の
言
哲
心
地
域
関
係
部
落
及
び

ル
ー
ト
附
近
上
地
所
有
者
に
発
表
を
行

い
、
御
協
力
を
呼
び
か
け
た
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。
早
速
く
新
幹
線
ル
ー
ト
予

定
上
作

附
有
者
二
よ
っ
て
、
国
見
町
新

幹
線
地
権
者
会
示

設
立
絽
戍
さ
牡
仙
台

新
幹
線
工
事
局
と
地
権
者
会
と
の
間
で

測
量
立
人

心
つ
い
て
は
町
四万
立
会

の
七

と
で
覚
書
を
交
換
し
了
承
さ
牡
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

只
今
中
心
杭
設
置
と
縱
横
断
測
量
七

完
了
し
公
共
施
設
物
の
設
計
冷
議

四
集

約
中
で
ご
ざ
万
万
卞
。

一
方
東
北
新
幹
線
ル
ー
ト
よ
国
見
町

大
字
山
幃
字
言

尸
沮
よ
り
地
下
方
式

○

ト

ビ
不
ケ
子
な
り
☆

城
早

目
石
市
中
斉

川
の
開
延
長
約
一
一

∴
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
叩
つ
ち
国
見
り

竍
は
四

し
七
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
と
七

二
し
か
０

ま
す
が
山
价
よ

り
石
母
田
平

稗
畑
山
間
一

二
口
午
ロ
メ

ー
ト

牛
に
只
今
未
着
手
で
匸

皿
か
今
秋

着
工
つ
予
定
で
す
。

石
母
田
工
区
に
つ
い
て

新
幹
線
ル
ー
ト
測
量
立
入
承
認
後
、

建
設
請
負
業
煮
西
松
建
設
株
式
会
作
か

請
負
、
石
母
田
字
稗
畑
山
地
内
よ
り
横

坑
六
五
米
を
堀
削
し
、

二
八
を
利
用
し

て
本
坑
を
堀
削
す

る
寸

牢
言
立
て
、
坑

外
設
備
基
地
を
設
け
、
更
匚
運
搬
道
路

を
造
り
土
砂
運
搬
す
る
計
画
の
七
上
二

罔
和
4
7年
２
月
川
日
福
島
県
宮
城
県
の

ト

ヴ
プ
を
切
っ
て
、
起
工
式
を
挙
行
す

る
運
び

卜
な
っ
た
の
で
あ
り
士
す
が
、

プー
机
一
言
に
土
地
関
係
者
各
位
及
び
、

地
域

住
民
各
位
心
御
理
解

と
、
御
協
力

の
㈲

と
感
謝
中
し
上
汗

る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

只
今
西
松
建
設
で
は
忤
吊

士
町
内
工

程
通
り
順
調
匚
進
ん
で
尹
り
士

卞
か
軟

岩
層
の
た
め
層
体
か
弱
く
俎
表
水
を
ト

ビ
不
ル
内
に
絶
対
誘
水
し
な
い
様
日
夜

努
力
を
重
叔
て
お
０

ま
す
ト
ン
ネ
ル
堀

削
作
業
辻
１０

時
間
毎
土

父
替
四
尽
覆

兼

行
七
作
千
加
進
め
ら
且
て
お
り
最
新
式

機
械
を
使

っ
て
堀
削
さ
且
て
い
る
。

工

事
用
道
路
に
つ
い
て

既
ヤ
ハ

母
田
跼
不
線
は
巾
員
四

’
Ｏ

米
の
饂
ト
ン
ネ
ル
土
砂
運
搬
上

フ
ヴ
ク

、か
一
日
二
〇
〇
台
位

い
往

復

す

る
の

で
、
車
悃
交
叉
の
問
題
七
あ
る
の
で
二

車
線
と
し
て
拡
巾
し
、
地
域
住
民
の
通

行
安
全
対
策
を
図
り
万
全
を
期
す

る
た

め
、
道
路
築
造
中
で
あ
る
の
で
暫
く
の

間
御
迷
惑
で
あ
り

ま
し
ょ
う
、か
、
御
協

１‐
1刀願
い
毋
す
丁
。

工事概要
工 事 名

工事場所

工　　期

概　　要

東北新幹線蔵王トン ネル石母国工区その1: 匸事

福島 県伊達 郡国見町石母田

昭和46 年 12月１日～昭和48 年 9 月30日

新幹線複線型（底設導坑先進 に部半断面逆 巻工法）

石ほ田 工区　4  , 000m q未契約含 む）（蔵王ト ンネル4?= 1 1 , 185 m )

地　　　　 質 宮 城県 側　安山岩

福 鳥県 側　凝版行

横坑切合点付近 二の付近:よ亀裂が多く、二の内推積 岩と

安山岩の接触部分では破砕帯 が生 じて居

る個所も、敷個所もあるものと推定 される、

心　　　 坑　 堀さく断而　*!4.50cm　77.  62 m2 （下水、通路含む`）

70cm　82. 43 ｍ2

勾　　　 配3 / 1000 （仙台方;二向 つてり）

満　　　坑　=  50m堀さく断面16. 72 m2勾配3 /1000

互
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
つ
て
事
故
を
な
く
そ
う

※ 工事 用車 ににこ請 負業 者 名の わか る ステ ッカ ーを 貼 っ

てあ り ます。

※工事川車には
日 本道 路 公団

国 見工 事 用車
⑤標識板を耿付てあ

匸ま卞。

※工 お 廾]車 は大 型 が 通行 し ます、 充 分 注 意 し て下 さ

廴尨

※ 狭い道 路 で の車 輛 の交 叉に 特に 注意 し て下 さい 。

呀9工 事 肝 車L及び 一 般 車 輛交 通 心頻 繁と 交 差個所 に は 交

通保 安要 員 が 配置 さ壮 士す か らそ の 指示 匚 従 って下

さい。

刪 冓造 物工 市 中迂 回1路 標示 がｿよぎ します。 夜 間赤 色 ラ

ソプ と安全 ロ ープ を 張 り誘追 路 とし ます ので全 てぴ)

単鰍且お行をして下さい。

※二に外川車 出 入 口の道 路 に
工 事 用 ト ラック
出　　 入　　 囗 の標識

力句00米先、200 米先、100 米先と慓示します。標識

をよくみましょ≒

Eぶ危険区域にば標識が立てられます。

※危険防止のため近寄ないで下さい。

ぶ工事現場は子供の遊び場とﾌよ゙りからです。発見した

時は注意してあげ て下さい。

※目新しい大型機械が使用されます近寄る二とはさけ

て下さい。

ぶ山間部の切取にダイナマイトが使用される場合七あ

ります。その際地域の方々に通報いたします。
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